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Uber einen Fall von Kankroid, welches an der Wand 
einer alten mit Fistel versehenen osteomye- 
litischen Knochenhohle entstand. 


Von 


Dr. Daikuro Yamaguchi. 


‘Aus der chirurg. Abteilung des Städtischen Krankenhauses in Fukagawa, 
Tokio. Chefarzt: Prof. Dr. T. Fukuda.) 


Tafel XV. 

Es handelt sich um einen 42jährigen Arbeiter, der vor 25 
Jahren an akuter Osteomyelitis des linken Femur gelitten hatte. 
Die Fistel bleibt ungeschlossen bestehen und fortwährend entleert 
sich dünnflüssiger Eiter. Früher schon zweimal wurde sie erfolglos 
ausgekratzt. Seit vor kurzem verspürte der Patient zuweilen leichte 
spontane Schmerzen am Schenkel. Die Eitersekretion nahm allmäh- 
lich zu, wurde schmutzig-eitrig und sehr stinkend. Ab und zu 
gesellte sich sogar Blutung aus der Fistel hinzu. Die Haut um die 
Fistel ist stark verdickt und bräunlich-schwärzlich pigmentiert. Die 
Epidermis ist etwas rauh, uneben und stellenweise dunkelrötlich 
mazeriert, was gerade bei einem nässenden Ekzem der Fall ist. 
Der Fistelgang ist in einer sichtbaren Ausdehnung mit verdickter 
Epidermis bedeckt. 

Bei der Operation was die Knochenhöhle fast vollständig mit 


blumenkohlartigen Wucherungen ausgefüllt, deren Wurzeln in das 
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Knochengewebe eingewachsen waren. Mit dem Verdacht auf Krebs 
wurde die Masse mittels scharfen Löffels so vollkommen wie 
möglich ausgekratzt. 

Was nun das mikroskopischen Bild des papillären Gewachses 
betrifft, so ist es typisches Kankroid mit Hornperlen. Der Durch- 
schnitt der Haut der Fistelwand und deren nachster Umgebung 
zeigt erhebliche Verbreiterung, Verlängerung und Verzweigung 
von Epithelleisten. Die Zellgefüge in der Basalschicht erscheint 
im allgemeinen sehr locker. In einigen Präparaten findet man 
darinnen vereinzelt grosse, runde helle Zellen mit grossem Kern, 
die dem sog. PAGET-Zellen sehr ähnlich sind. 

Auf Grund der oben erwähnten Befunde ist es sehr wahrsch- 
einlich, dass der Eiterungsprozess in der Knochenhöhle als ein 
ununterbrochener chronischer Reiz eine erheblichen Epithelwuche- 
rung hervorgerufen und schliesslich sogar zur Entwicklung des 
Krebses geführt hat. (Autreferat.) 


種 の 報告 を 見 ら る . HAWKINS (1835), DITTRICH (1847) 
LA, O 20 年 間 に 於 て は 唯 僅 か 
(2 EDWARD (1931) BRO TIE BAY 
報告 を 見 る に 過ぎ ず 、 山内 氏 (1931) AEE 
の 報告 あぁ も, UT OS. 其他 KREY 
(1929) の 開 部 に せ る 上 の 報告 あぁ も 人 腔 内 腫 に あら . 
CORPS, 最近 EDWARD (1931) OFT DIMES Z 
知ら す . 
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般 に 認め られ た る 所 に UT, 先 年 故 山 極 博士 の 賞 験 的 研究 に より て 確 譜 せ ら 
れ た り . FEO TABID AN S OMB SD HRA O 
得 可 き 事 な る ぁ る も, HO 報告 例 其 だ 少し . Epwarp (1931) OSE REZ 2400 
PAD 12 PIO 言 へ る ろ が 如く , 
PY 1 例 に 遭遇 せ し 故 を 以 て , 
せん ミ こす る も の な り いり . 


病歴 概要 


患者 N ラオ ォ 職 。 

症 再燃 し , EOF WARS ZIEL, 6 年 前 三 度 
ORCL, VOR RESTO. fA 10 
に 打撲 を 受け , DUR LCR ARD 
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BAIS CORB O. 右 大 有 部 に 長 さ 約 6 幅 約 2 HES 
臭 ある 多量 の 分 泌 物 ミ 共 に , 
入る れ ば , AHA, Ze IK CIE S 

X 線 所 見 

LS 犬 下 三 分 の 一 の 所 約 大 の 
不 整 形 の 岩窟 様 を 時 せる 腔 洞 を 形成 し , 周 園 の 骨 質 は 著 明 に 硬 匂 し , Merk 

ERDE. 

AYE 三 腫 劇 し , 質 硬 く , S 
少く , 比較 的 移動 し , Mil. 

手術 所 見 

Dy FEDS L, 腔 洞 が 外部 より 充分 見 得る に 開口 し 手術 を 
を 以 て , HORMERITO, 

題 微 鏡 的 所 見 

OT 上 胞 は 大 で は 結 締 
織 質 中 に 上 細 胞 綱 を 作 め て 不 規 則 な る 増殖 を 示し , 
形成 せ も の 多数 . WS CIS Be S 
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SOR, TORE, HE Sate 
層 や 見 ら る BIC, 中 間 物 
% % 6 角 の 外側 に は ヶ ケラ ト ヒ ャ リ ン 
を 有する 細胞 も 見 られ , 其他 基 座 細胞 層 に は 核 分 割 像 る 散在 す . 

間 は 多 の 血管 びに に 富める 結 締 織 よ りな いり, 其他 多く の 結 締 
胞 存 し , 分 に は 多 敷 の プラ スマ 細胞 散在 性 に 細胞 及 血 
ERED 人 々 に 出血 部 あり . 

の 切片 を 検 す る に , WIC SRA し 異型 増殖 著 
に し て , 上 皮 表 面 は 可 な り 角 上 比 張 く , 上 皮下 の 繊維 に 富める 結 締 織 内 に は 所 
べき は 多く の の 中 , UB (CBE OTB 
ED 2 組織 像 な り . BD 1 
に , MEO KAD THAI LT, 他 の 細 
在 性 に 存在 し , 其 の 核 は 上 友 細 胞 の 約 二 倍 大 に し て , クロ マチ ン 少 く , BE 
EDD PAGET 病 に 見 る PAGET 細胞 の 如き を 時 細胞 の 
存在 せ し 事 な 0. 


DITTRICH (1847), HITZROT (1921), EDWARD (1931), 山内 (1931) 等 の 言 ふ 
も の な Ti CT EDwARD (1931) は X 線 所 見 の み に 由 り て , 
の 診断 を 下す 事 は に し て , 病理 織 所 見 に 由 め 初め て 
て 腫瘍 は 多く は 比較 的 慢 に し て 施 し て 根 
等 な く , き 局 に 限局 し , MO CIRO 時 に は 切断 を 
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(1921), KREY (1929) ROM 

本 例 は 慢性 骨 に て 25 年 の 長期 間 着 有 し た る 事 , 分 液 が を 
加 へ 出血 易く , 豚 様 分 を 混 る に 至り し 事 , 更に 山内 氏 1981) が 最近 
東京 外科 集 談 倫 に 於 て 上 皮 増 殆 の 例 を 報告 し て 間もなく , 座 院 し た る 患者 な 
2 VAC, EOD Ze O SHES, THU 
(2S, & OF F し 得 た ぁ に 過ぎ す . 

所 見 に 由 れ ば , 異型 増殖 著 明 な る ぁ る 上皮 中 に , PAGET 細胞 の 如き 像 を 早 す 
細胞 , 集 園 性 に 或 は 散在 性 に 存在 せり . JACOBAEUS (1904) は PAGET 細胞 
(SUD AF UT, 腫 細胞 が 上 皮 織 中 
に 侵入 せる も の な り ミ 云 ひ , RIBBERT (1905) も ZICBAYO. 然 れ さも 一 
方 赤 上 組 織 の 該 明 ぁ き 大 な る ぁ る PAGET の 組 織 中 に 見 
られ る PAGET MAZE O SHO, 
HOT, 其 の 何れ に 属す る も の な る か か を 知ら ざる も , 本 例 の 所 見 よめ 推察 
する に , PAGET 細胞 に 類する 細胞 像 を 有する 上 皮 組 織 は 異型 増殖 を 途 け つ 
、 あ る 上 が 性 を す 前 の 細胞 像 を せる に あら ざる か ミ は し 
む . 

治療 法 ミ し て は 患者 が 切断 に 同意 せ ざ る る を以て, ATO 
た る も , 再 姜 を 見 た る GRIMS FA 


結論 
本 例 は 25 年 間 の 久 し き に EFL 22 
本 例 に て 上 の 再生 機能 ミ , Ze 
ちろ ち も の な り . 
(3, PAGET 病 に 見 る 大 な る 性 
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PAGET 細胞 の 如き 像 を 時 も の あり の. 


1) Dittrich, Prag. Vierieljahresschr., 1847, Il. 161. Zitiert von Edward. 2) 
Epwarp. B., Benedict. Carcinoma in Osteomyelitis. Surg. Gyn. and Obst., 1931, 
O, I. 3) Hawkrns, Caesar. Cases of warty tumours in cicatrices. Med. Chir. 
Trans., 1835, XIX, 19. Zitiert von Edward. 4) Hirzrot, JAumes M. Epithelioma 
in sinus of old osteomyelitis. Ann. Surg., 1921, LXXIII, 247. 5) JacoBacus, 
Paget’s disease u. sein Verhältnis zum Milchdriisenkarzinom. Virchows Arch., 
1904, Bd. 178. 6) Krey, Watrer. Uber Fistelcarcinoma an Hand eines Falls 
von Carcinom als Folge chr. Fistelbildung. Dtsch. z. f. Chir., 1929, Bd. 215. 7) 
Rissert, Über den Pagetkrebs. Dtsch. med. Wschr., 1905, 3. Aug. 8) 山内 , 
附 説明 
珠 明 な る カン クロ イド の 像 を . 
95 3 fal 異型 増殖 つ > > わあ る 上 内 側 に 乳腺 Pacer 病 に 見 る Pacer 細胞 の 如 
ォ 像 か る 細胞 の 像 示す. 
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日 本 の の 死亡 原因 を 見 る ミ は まだ 結核 の に し か ら ぬ 
が , 駅 米 に 於 て は 衛生 施設 が 大 に 進み 結核 の 死亡 放 は 年 ミ 共 に 減少 し 終 に 
1925 年 頃 よ り 冶 腫 に よる 死亡 が 結核 に よる 死亡 よめ 多く な つた . これ は 疾 
腫 が 比較 的 に 多く な り し か , Rid 総 詩 的 に 多く な り し 結果 か は まだ 多少 議 
論 は ある が . 角 腫 増加 の 原因 ミ し て は , KO 5 Bi 


1. 國民 が 一 般 に 長命 ミ な り 従 つて 老人 病 た る 癌 腫 の 増加 せる 事 
Hite). AI O THOR, 何 か 人 に は 不明 の 
因果 あ ぁゃ に 非 す や . 
最近 國民 が 長 ミ な り LD, O (ILO 
に な り し 部 分 を 切 め 捨て , 以前 ミ 同 一 年 齢 の 範 園 に て 多 亡 原因 を 調査 すれ ば 
癌 腫 に 大 な る 増加 を 示さ すず ミ な し , 敵 腫 の 統計 上 の 増加 は 主 ミ し て 國民 の 長 
2759 LIBS O DAD Y. 
療法 も な き 癌 腫 に 封 す る 研究 に 成功 せん ミ す る HRB BG THIS 
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AT も の は , 外科 的 手術 ミ 放 射線 療法 
ミ の 二 つ あ ぁゃ ぁゃ のみ . 他 は 全部 土 症 虚 置 た ゃ に 過ぎ な い , 現今 世界 で 放射 線 療 
流行 ふ 代表 的 施設 ミ し て は New York の Memorial Hospital, Paris の 
Fondation Curie, Stockholm, の Radiumhemmet に LT, Wil Radium 
所 有 量 が 全 和 骨 ミ し て 少 き 事 ミ 中 央 集中 主義 を ミ ら ぬ 篤 に Radium 療法 は 上 
記 3 ヶ所 に 鋼 を 取 つ て 居る . 

LR OG BERT レン トゲ ダン 療法 に て は 世界 

第 1 [eal 第 一 な らん . 
FRANKFURT A. 


MAIN の HOLFELDER 
の レン トゲ 
らく 世界 第 一 の も の に 
LTANTEEER% 
1 HOM < 


j Y 。 
y の レン ダン 置 は 診 
+ we, 
Eu 宝 の 三室 に より 一 仕事 
A an y 

4 | Z HS 
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yc 2 て は 第 2 < HED 
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所 調 Kanone を 使用 し 
CH ELI 
IAS 
て 居 5 ぬ 理想 的 の 施設 
か な し て 居る 周知 の 
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科 手 術 以外 に 何 物 も な い . 

放射 線 療法 TEREM OD D7, 然 も 患者 は 均 
し て 2/3 が 手術 不可 能 の 程度 に 進行 し て 始め て 腎 師 を 訪れ る から , 早期 診断 
ミ ふ 事 は 極め て 重要 で ある , の 近 時 は 骨 粘 液 の 現す レン トゲ 
ン 撮影 術 が 進歩 し 此 の 目的 に 適合 し た る レント ゲン 疫 置 も 完全 し て 居る . 

放射 性 物 質 を 割合 に 多く 有する の は Radium-hemmet に し て 600 MAH 
ORG Stockholm (= 40 24 Radium 
hemmet (25 .Ogr. #20) Radium を 有 し て 居る . New York の Memorial 
Hospital (3 KEN DoUGLAS が 年 々 1 gr. の Radium を 寄附 し 
1931 年 に 10gr. に 達し て 居る . 現今 冶 療法 に 用 ひら る > 放射 性 物質 は Radi- 

m, Mesothorium, Radiumemanation 及び Thorium X で ある ぁ る 。 Radium 
は 永久 的 の も の Mesothorium は 生 永 久 的 の も の で 現今 販 喜 せら れ て 居る も 
の は 25 年 で 生 分 ミ な り 25 年 以後 は 1/3 Di 3 を 保つ 。 前 者 が Imgr. 65% 
で 後者 は 41, 無料 で 取り か へ て くれ る る 有利 な り , 
Mesothorium = Radium は 同位 原 素 に し て べ て の 化 性 等 し く 
者 ミ も 本邦 に は 産出 せ す , Bolte Radium 

ら す Mesothorium に は 一 割 課 税 せ られ つ ゝ ある は 不 合理 に し て 宜しく 改正 
TNS Bis 0. 

Radiumemanation は 短命 の も の で 385 FEO 
421, Thorium X HA CIS Radiumemanation 
FAH LD L, Radium 及び Masothorium- 

者 を 必ず 人 入院 させ て Radium va, LA 


p 

N, 2 時 は 放射 線 の 腸管 が 危 際 あり, Radium- 
RA emanation OL THIGH 


\ 入院 の 必要 な く , 放射 線 は 短 時 日 の 後に 清 失 する も の な れ 
ば 放射 線 に より て 腸管 の 宰 孔 する 危険 は 先 づ な し . 故に 
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Radiumemanation \&# 
非 必 要 の も の な る に 最近 
迄 は 之 れ を 得 ぁ に 大 な る 
困難 あお あり た り , 
まめ 少 ぐ きも 500 
mgr Radium を 要する 
ABEL 35 
WORE 2EL, 人 事 的 
プ を 使用 し 得 
る 技術 者 を 要 し た 0 り , A 
る に 最近 Radiumenama- 
tion 
Radonator 園 の 如き 構造 有 す . 
放射 性 物質 の 使用 法 ミ し て 腫瘍 中 に 針 基 の Radium を 差し 込む 所 調 腫 瘍 
内 療法 ミ い ふ の が あいり, 有 ル べ て の 方 向 に 出る 放射 線 を 利用 し 皮膚 及び 粘膜 の 
障 磁 少 き を 特徴 ミ す , 其 の 他 極 め て 表 在 性 の も の は 其 の 腫瘍 に 又は 皮膚 に 密 
閉 さ せ て 用 ひ , 少し 深部 に 及ぶ も の は 深部 量 を 多く する 人 息 に 1 一 1.5 cm Ik 
OME れ 等 の 方 法 に よる 時 は 大 て 1cc の 腫瘍 に て 
100 mer 時 を 用 の , 10 cc の 腫瘍 あら ば 1000 mer MEET, Zk OKIE 
療 所 の 備 ふ べき 放射 性 物質 の 最小 記 相 量 が 其 の 新 患 者 の 敷 か 5 ら 推定 し 得 . 
放射 線 療 法 に ぁ ゃ も の の 均 し く 験 する は レン トゲ デン より Radium 
の 方 が 有 妙 な る 事 な り . FEO) MET Ge FE, レン トゲ > ン 線 を 以 て 
Radium ミ [al BFA STAM THO, 者 を に 比較 し て 
見 る ミ 均 し くく 電磁波 で ゎ あつ て 7 ヶ 線 は レン トゲ ダン 線 よ め 波 長 が 小 な ぁ の み , M 
る に 達 等 放射 線 の 生物 的 作用 は 和 電磁波 基 の も の ゝ 作用 に 非 す し て , 第 二 炊 的 
に 出る 電子 の 作用 で ある ミ へ られ て 居 ぁ 6 ILD MOWTB 
次 電子 の 方 が 速度 が 大 な ぁ る 和 候 に 大 な る ぁ る 運動 の Energie を 有 し 大 な る 仕事 
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RO GH S = FE (= UCB 放射 線 源 が 比較 的 に 
腫瘍 に 接近 せる Radium の 場合 の 方 が 放射 線 を 腫瘍 基 の も の に 集中 し , 周 
BER Ze BAG 故に レ 線 を 用 ふる 場合 
DNS SHENK FA SE POOTCH 2. 

最後 に 最も 重要 な る ぁ る は 時 間 的 因子 で ある ちら し い , 印 も レン トゲ ダン 線 は 7 ァ 線 
に し て が 大 な ぁ る 照射 時 間 は 短い , TH 
時 間 に り て 照射 する 細胞 の 分 に 遭遇 する 機 多く な り , 
胞 は 分 裂 中 は 放射 線 感受 性 が 三 倍 も 大 ミ な る ぁ も の で あぁ る から, HOD RRP 
DREO THOMA, そこ で レッ ント ゲン 線 ミ 7 線 ミ を 比較 し て 者 を 出 
だけ 近似 の 態 の 下 に 使用 せん ミ あぁ . Radium の 方 か ら Zar 
的 皮膚 離し て (5 em) 使用 し 深部 量 を 大 な らし め 同 時 に 病 受け る 放 
射線 を 出来 る だ け 容 間 的 に 均等 な ら し めん ミ し た (BAR). 

此 の 目的 に は 約 8—4 gr の Radium を し 他 の 患者 び に 職員 を 


HE LO > H ミ こす る ¢ = & 25 MH 


用 を 相 し 算盤 の ミ れ た 仕事 で は な 
い , 各 國 ミ も 試験 中 に し て 未だ 其 
75 NRO OA 
に よさ く 北 背 を 形成 する 事 は 少し , 
癌 の 生 分 を 占め て が こ 
の 方 法 に より て 治癒 する か 叉 は 少 
は 未だ 定 読 が な い . 

他方 レン トゲ ダン 線 の 方 か ら は 共 
ORS し て 長 時 間 に り て 
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照射 し 出来 る あ だ け 7 線 の 場合 に 近似 な らし めん ミ 企 て た . 220° 1928 年 第 二 
G CONTARD の 方 法 で あつ て Paris 
の Fondation Curie に て REGARD の 指導 の 下 に 行 ひ た る ちる も の な りり. EH 

レン トゲ ン 線 の 照射 を 故意 に 従来 の 1/10 FO SSL 1 1 2 
YOO 75 2 ALE 2 一 4 億 も 用 る 
く し 一 般 に 顔面 , 頭 部 , A 
各 國 に て 復 試 し て 賛成 者 が 多き も の な り . FELILDAHRD WARS (HOGS 
る 事 ミ も な ら ば ひ 一 人 の 患者 に 非常 に 長 時 間 を 要する ぁ る , RE 
多 く 要 する 事 ミ な る ぁ も の な のり . 

此 の CONTARD の 方 法 は 皮膚 に 起す 程度 に 放射 線 る も 
の で 従 つ て 線 基 の 測定 は 非常 に 精密 を 要 し, 放射 線 の 測定 に 就き て 國際 的 に 
LCE レン トゲ ダン 線 に て も 測定 の 
或 る 程度 の 精密 の や なす べき で ある . 

叉 放射 線 は 診断 に 治療 に 麻 用 し て 癌 腫 の 早期 診断 , 又は 治療 に 使用 され る 
DAG LILO 42 RS K 75 BK L, 之 が 原因 ミ な り て レン 
L, AAC HOPIDYEDO CHD. 外 國 で は 此 の 放射 
線 に よる 災害 防止 の 規則 が 制定 せら れ て 居る 位 に し て , 日 本 に 於 て は 外 國 の 
も の を 参照 し て く 規則 起草 せん ミ CH 2. 

以上 に より て に て 如何 に 大量 の Radium レン 
トゲ ン 線 以 て 如何 に か し て Radium MBI SBT» 
DD 75 O12 BEG O CH & TAX 
期待 し 得々 の は の 種 の も の か ミ ふ ミ , O 
THOMA RAL, を 推定 せん ミ す る ぁ る 企 て あり . 
0 苑 き 場合 に は 試験 容 刺 を 行 ひ て 居れ さき も, この 方 法 は 未だ 其 の 目的 に 充分 
治療 の 成績 は 亡 に 空間 的 に 均等 に 必要 な る 放射 を 定時 間 
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義生 の 部 位 よ り 治 療 成績 を 制 断 する 方 が 便利 に し て , 一 般 に 直接 叉 は 少く ミ 
も 間接 に 眼 に 見 えて 指 に 釈 れ 得 ゃ 腫瘍 に し て , 腫瘍 の 放射 線 感受 性 ミ 周 園 の 
健康 組織 の 放射 線 感 受 性 ミ の 工大 な る ぁ る 虚 程 成績 は よし . 治療 の 大 方 針 ミ し て 
は 1 同 の 治療 に より て 完全 な る 治 褒 に 導く 事 が 必要 で ある . 如何 ミ な れ ば 治 
療 の 後に 再 北 せ る ぁ も の は 大 般 悪 性 に し て 放射 線 感受 性 も 少く , 2213 A 
の 治療 は 既に 周 健康 組織 が , 前 回 の 治療 に より を 受け 居る 充分 
な る 線量 を 奥 ふ る 事 能 は ず , 雨 方 の 意味 より 治療 は 困難 ミ な る も の で ある . 

癌 腫 の 放射 線 療 法 は 未だ 全く 試験 時 代 を 脆 せ ず , 治療 法 の 成績 を 其 の 患者 
の 死亡 する 迄 検診 する 必要 が ある も の な り . ZURROFSTHU, Vivi 
法 の 立 悪 を 決定 する 方 法 で ある . 癌 腫 の 治療 に 於 て は 5 年 間 少し も 症 短 を 現 
(SS 一 つの 治療 方 法 の 適 を する に も 
少く ミ も 六 七 年 を 要する 事 ミ な り , 同一 の 患者 を 成る べく 同一 の 腎 師 が 検診 
し て 行き 病院 に は 完全 な る 統計 を 取る 制度 が ゎ あら ね ば な ら ぬ . WRT 
7 じ て 事 に 党 ね ば な 

第 6 M ら ぬ も の で , 一 人 で 手術 を や りな 

Demed.frieds\Wolf tder が ら 叉 他 の 疾患 ゃ も 診療 し な が ら 
で は 中 々 困難 で あら うぅ う ミ 思 は れ 
る . 各 國 治療 記 て 得 ら れ た 
て 居 病歴 決定 し て 各 國 より 
の 報告 を 待つ て 居る . 

が 治療 の 成績 に 非常 な 開 係 が ある 
の で 種々 な る 方 法 で 之 に 開 す る 各 
識 の を 計り 種々 な ぁ ぁ パン フレ 
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ッ ト が 出来 て 居る . 

現在 冶 の 放射線 療法 所 ミ し て 最も 其 の 制度 の 完備 せる を 以 て 有名 な る 
Stockholm の Radium-hemmet ゃ 一 例 に ミ り て 其 の HSE wt Sts, 

其 の 創立 は 1910 年 に し て 

1913 年 に は Stockholm 市 よめ 50 #5 Krone の 寄附 を 得 , 別に 皇后 隆 下 
の 御 主 唱 の 下 に 資本 家 よ 0 505 Krone の 寄附 を 得 て 創 立 3 年 に し て 其 の 
基礎 は 確立 し た 0. 

1916 年 より Stockholm 市 は 有利 な る 條 件 に て 建物 を 念 豆 せ 0. 

1917 年 國 よめ 2055 Krone HD. 

1918 年 國家 は 全 國 よめ 集 ぁ 患者 の 往復 費用 
BEG LOATH. 

1920 LT 15000 Krone, TE 
1H 1A 2.5 Krone を 補助 せめ . 

1929 46.6 A 16 A GUSTAV FLERE F OSs 71 同 御 誕生 日 に 國民 は 全 國 より 
を 募り て 御 上 け 度 き を 申出 で , は 寄附 の 全額 を 國民 の 重大 
な る 原因 を な し, 防 法 も 無く 治療 法 も 確立 せ ざ る 研究 に つ べき 
ゃ 仰せ 出さ れ , Ve 200 HO vy 7 レッ ト を 印刷 し , 新聞 に ラテ ラ デ ォ に 大 々 的 
の 募集 あな し 470 高 Krone の 寄附 を 得 て 募 集 を 締切 つて 居る , 現在 5.0gr 
Radium 基 の 制度 の 完備 せる 、 の に 比 し て Radium 
の 所 有 量 の 大 な ぁ に 於 て 世界 的 に 有名 な る ぁ る も の な いり. 


C 
k 
Ly 
=) 
4 
; 4 
- 
3 
3 


Jachymov Help 2 


o Aug. PIRCHAN. 


PIT AF H. SIKL. 


AS 草間 弘司 兵 の 許 に 送ら れ た も の で , 同 は 研 究 資 料 


AB | ABE 例 へ ば Bohemian, Saxon の で は が 臓 
DAAweMKS CLIA THO: それ は 特に Saxon の Schneeberg 鐘 山 に 著しく , 
AGRICOLA (1500), Maruestus (1559), Pansa(1814), SCHEFFLER (1770) 等 の 報告 が わ 
然し その 本 は 1879 年 解明 され な か つた, この 時 Herring, Hesse 
EO 研究 ふり それ は 肺 に せる 悪性 腫瘍 に 因 る 明か に し, その後 
CONHEIM (1882), ANCKE(1884), ARNSTEIN (1913), M. UnLic (1920), Risen (1921) 
DS, Rostosky, Saupz, SCHMORL(1926) 等 は 徹底 的 研究 

Jachymov Tb 可 成 り 大 きい , 
これ に 就 て は AGRICOLA, MATHESIUS 等 が 報告 し た . BR 
Bergkrankheit ” は “Bergsucht ” 呼 ん で 居る . Schneeberg 
に 於 ける ぁ ミ 等 し き は 既に 周知 な り し に 開 ら すず , OARED 
され な か つた の は 意外 で ある . HERTING, HESSE 等 は 1879 年 に Jachymov 
に 於 て 肺癌 の 調査 を 行 つ た が , TOM RAS = 
HOT. “KC 1921 年 に M. VHLIC が 同じ く 不 成功 に 終 つ た . 

共同 報告 者 の 一 人 で ある PIRCHAN が う 5 年 前 Jachymov ラ ヂ チッ ウム 研究 所 
OVER SE OP, 彼 は 直 に 本 問題 に 手 つけ 始め た , 
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TE LIS CH O, それ は 1926 年 の こ ミ で その 診断 に 
は XX 線 を 用 ひ た . この 患者 は Prague DKA, その 死後 は 解剖 に 
附 さ れ た . 

1928 年 迄 に は 肺癌 み ら れ な か つた , この 年 に き 3 S AUTS, 
RIO DHMEANS 許さ れ て 居 な か つた . Based Lowy 紙上 に 
Jachymov KRONE 2 例 の 報告 が 出 た . その 1 PMs LM CH 0, hOB 
の 診断 は Nonnenbruch の クリ ニッ ク で 下さ れ た も の で ある . この 患者 は そ 
OR SGI LT 1929 年 の 3 月 2 日 に 死亡 し た (報告 の 第 3 例 参 照 ). 

Lowy 紙 の 報告 に よめ 奥 論 は 喚起 せら れ , 日 刊 物 及 び 政治 的 方 面 よ り の 
FUP BO. Jachymov 鑑 山 を 監督 し て 居る 土木 局 は 衛生 局 ミ 協力 し て 本 
この 中 に 國際 保健 も し た . その 任務 

せら れ , MARKL, PIRCHAN が それ に あ た つ た . MLFELIMS~t HS 
れ な か つた . その 後退 職 の 83 OPI & PSI... その 中 に 3 例 に 肺癌 が 
推 断 され た . WM DARKMAAKI& Jachymov 附近 の 村 に 住居 し て 居 て , 
且つ 棄 に 重 患 の た め 外出 で き な か つた か ら そ の 全部 が 診療 を 受け た の で は 
な い . 

か さく て 鐘 夫 の 害 検 に 最大 開心 が 向け られ る に 至 つ た . その 第 一 歩 は Markl, 
Pirchan に ょ つて な され , 20% SikL は 病理 解 測 阜 的 立場 より この 研究 
に 携 つ た . 

1929—1930 年 に か け て 19 人 の PID 死亡 し , その 中 10 人 は 従業 員 で あ 
D, MIS CHK. SHO 13 例 の み は その 中 9 PK 
Ste. 4 PIS EO 1 例 は 慢性 肺炎 の 肺 便 に 終 れ 
ぁ も の で あめ 0, 他 は 栗 粒 結核 , 慢性 肺結核 等 が 死因 で あつ た . 肺癌 頻度 に 開 
CS DME Ze REET A! BITS, 23ER HE 
べき で あつ た の で ある が , 6 RDO. そ 
の 何れ に も は 肺癌 の ひ は 明 され な か つた も の で ある ゃ . 然し 人 は 
死 の 原因 ミ し て 若しくは 少く ミ る も 従属 死因 ミ し て , 此 等 の 例 に 於 て 肺 臓 癌 の 

S LTM UTA Ute 2 例 は 
別 ミ し て 17 例 の 中 9 例 は 肺癌 が 死因 で あつ た , EPS 53 に 達し て 居る : 

以下 この 9 OPA TA KOS. 
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第 1 例 . 3958, 1909 年 り 鐘 山内 で 大 工 に 従事 し て 居 た 。1923 年 に 心臓 部 に 刺 痛 
Fede, 人 衝 に 仕事 に 堪え られ ず 免 職 さ せら れ , その 後 家 庭 で 時 た ま 働 い 居 た が や が て 
ML CTS 出来 な く な つか た 。 し 

X 所 肺 門 部 か ら た 左 肺 が 明 され , 1929 年 2 月 
5 日 に 死亡 . 

MRA RA DIL OD A OEE). 
— AK ARIE, 

園 組 織 ょ て ゐる (LORY BES RED 2 TE 
せる 腫瘍 が 見 られ る 。 WD  d 
る 表皮 腫瘍 が 見 られ る , THM LRRBORRAS L, その 中 部 は ヶ タラ チン ょ 
り 成 る 。 こ れ に 接し 肺 門 部 に 向 ひ て , 敵 組 織 で 完全 に 破 せる RRL ON, 
従 つ て この 無 管 枝 は 纏 に 軟骨 の 残存 に ょ つて 識別 で きる に 過ぎ な い 。 RAB 
LURES DY CT, TO RAC SLD eB 
は 
肉芽 組織 に て 充 れ て ゐる る. 
て , 過 は ば 少く ょ も 6 年 間 で あら 5. 

本 例 の 主要 る 特徴 は 過 の 永く し て 且つ た 全然 如 る こと ょ と で ある 

第 2 例 . 425. 1905 年 で 大 や つて 居 た . 

1920 年 に 烈 な が あり を 思 は し め た それ ょ り 
ん だ . 1928 D3 WEE 1928 年 の 10 月 より 前 方 に 波及 し て くる 
BLO HIM, 呼吸 ぎれ, MW, 億 電 減 少 等 が お きか た 。 1928 年 11 月 14 日 診察 に ょ 
り 肺 門 り 始 れ る OMAR DS 
診断 . Ach, 1929 年 2 月 28 日 死亡 . 

心 に 波及 せる 左 肺 ( 腔 一 肺 型 )。 終 腔 , 
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Mu, Wir, 第 6 , 第 7 , 

SL, (LA EL, 終 腔 及び 心 に し て ゐる 隔 に 面 せ 
2 MWD (LA AD TO 2, 肺 に 終 と 共に 加 へ る に 
THOS, en LON, 且つ それ は 肺 門 及び 腔 に し て 
WO, 肺 門 巴 腺 は 腫 用 その 中 に 腫瘍 組織 が し て 居り , 且つ と 完全 に 
ORE CRIN TH BR, 第 二 次 無 管 枝 は 腫瘍 中 
PRD LENZ, 

MRR ILS ATS, 原形 質 少な き 小 細胞 り 上 成り 。 一 見 
MU TS. HUF IS し て 細胞 の な る こと ょ が 場 
LY CULAR AO, 園 柱 が 小 部 分 ら も 見 られ る 従 つて 本 
が 小 細 胞 性 る こと に は 疑 ひ 容れ . 

総 過 は 丁度 ヶ月 で あつ た 。 TOR 
ょ る も の ょ され た の で ある が , MMOD TR) St, それ ょ り 1 
AI LIED CH Sd これ が に 本 腫瘍 と わあ り し も の と ょ 想像 


CHA, 

第 3 例 . 51 歳 . 1905 POT DT:, 然るに 1922: 
に され た 就職 の 後期 に な り て 呼吸 切れ と ょ 咳 まさ れ , それ は に 進行 
し ゆき 最近 の 2 年間 は 丈 に 碁 し く な つた 。 患者 は Prague の Nonnenbruch の クリ ニッ 


ク で 右 下 葉 の 肺 冶 と 診断 され た . 1929 年 8 月 2 日 死亡 . 

前 検診 断 . 肺 か ら し 肺 脈 に 破 せる 下 肺癌 RD 

右 肺 は 大 し 非常 に い 。 CRIS PRI CH 
し , 上 葉 の 上 方 で は 僅か に 下 な 腔 た 止め に 過ぎ 
ざる も これ に 物 が し て 居る 。 膜 の 肥厚 は 一 部 癌 組織 の に よる も の に し 
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り 割 然 し て 居り , DZ. SE 
塊 物 が り て , LOW LSS, KO 
高 張り た る 塊 物 形成 し て 居る . 

LG それ は 肺 門 より 約 3cm HN SA CLARE 
枝 の 小 分 枝 の 粘膜 中 に わあ り て , COS, 
腫 大 し て 大 と なり 胞 閉 明 な る も は 検出 で な い 
BEAD 

DA LMROMLCHS, TH 2. 周 
CCHS, 

OC, それ は か 超 へ て 腔 に 及 
OA L, BLOCLO LER OA 
CLD CHS, MLW d 7 UC 

CHS, APL Bilroth の 所 最 も 2 
FD) し は Schmorl の 報告 せ し ょ ころ で ある 。, 

第 4 例 . 63 歳 . 1898 年 り Most 炭 山 で 働き 1907 年 に Jachymov D FIED BAF b 
な り 1920 年 に に な つた か た 

1920 DT 診察 た 求め た 。1920 
HEY, CBI L 14 日 目 毎 に 行け せれ た . その 後 肺癌 の 疑 ひ が 下さ れ た 
1929 年 .10 月 28 日 に 死亡 . 

B). 
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の み 僅 か に 手掌 大 の 腔 加 ふ る に まな が 

然 組 織 は 見 

門 及 び 分 岐 部 に 用 せる 一 腺 が 存 し , 相互 に せる も 未だ 個 
(LOGE CHS. し て その 面 る に 多く は の 色素 症 が あり , 

組織 的 所 見 . 

組 織 は 著しく 多 形 性 細胞 成り , ALIA EL Be O J) 
に 介在 し, 腫瘍 は 不 規 則 な 充 性 作り , その 形 及 び 大 さ は 可 成 り ま ち ま 
ち に し て , その 中 に 多角 形 の 上 皮 性 細胞 容れ, 冶 菓 の 大 な る も の で は 中 心 部 は 壊死 
此 農 で は 異型 と ょ り 或 は 多 形 性 と な り , ある 細胞 で は 長き 異様 な 形 な な せる 核 た 有 す 
る も の が ある, か る 所 見 は 主 ょ し て 組 織 が 肺 質 に せる 箇 見 られ る 。 
し 一 般 に 肪 の 下 織 超 て 肺 内 に 進展 し て ゐ な い 。 場 所 に ょ り て は 細 
AE Ae WEE 肺 へ の 深い は た だ 間 に て で あ 
Y, これ は 明か に 管 に ひ て 入 せ し も の に し て , それ と ょ と て も 深部 に 
て ゐ な い 。 

の 報告 せる も の と 符合 する 。 ま た 他方 に Ribbert ©, 最近 は Huhuenin OH dS hf 

AR D し て 硬 性 様 か る 常 と する も の で あ 
る が , LID UC 上 流せ る が 如く 組織 的 所 見 が 常 例 
FAT SLD CHS, AN TOR, 
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第 5 例 . 405%, 1919 年 か ら Jachymov BH d*, 1929 年 2 
CARA LU LIL, レン トゲ ン 検 査 の 結果 上 の 左 方 
し て 居 た 

MAM BR ENT. LIL, と な つた 。 こ の 14 日 
肝臓 の 腫 大 も 日 に 明 に な つか た 。 1929 年 
12 月 29 日 死亡 . 

肺 門 一 , 周 園 一 大 動脈 周 園 腺 , 

腫瘍 内 に 埋 入 し , O, STS, この 

組織 的 所 見 . 

腫 場 組織 は 小さ き , O YMRS, 場所 に ょ り て は 著しく 
それ に 腺 様 構造 は 全然 見 られ な い 。 間 質 は 非常 に 少く 
か ら 成 る も の の 如く , 然し 弾力 繊維 は 腫瘍 が 肺 賀 質 中 へ 公 入 せる 所 で は 直ちに 消失 し 
て 居り , LO UT REA ART BLAS 

N また 多数 の 腫瘍 血 み ら 
れる . 

LOL FED DY CT, THES OB 
11 月 間 に 過 ぎ な か つか た 。 死亡 前 11 
月 に 行け れ た レントゲン 検 査 で は 癌 の 微 候 は 【 み られ な か つた な た. 

本 例 で 最も 特異 と す UT, 
5 IED AH CL Ch, 

第 6 例 . 55 歳 . 1900 年 より Jachymov ラ ヂ ッ ウム 場 で 働き ,1908 年 か 5 ら Werner で 
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GOT, 1923 年 免職 . BRA OM BIL CHE ST 
診 に て は 肺 に 異常 な く 。 RE OT, 
伴 へ る 悪性 甲 腺腫 を 想像 せ し め た 。 

U PROD PEG D 1930 年 1 月 28 日 に 死亡 . 

A PEO 頭蓋 , Wit, Weir, 

GRA 

FWD, 大 き 無 枝 の 分 が その 軸 な 
る 更に 大 き な 腫 瘍 と 連絡 し て ゐる 。 こ の も の は 主 ょ CCIM ST: 2 

組織 的 所 見 . 

腫瘍 の 組織 所 見 は 前 例 と 一 致す る 
AT る 小 細 胞 ら 成り , 腫瘍 の 周 邊 部 で は 間 質 が 肥厚 せる 胞 て 形成 され , % 
の 中 に 往々 強力 織 維 が 億 ほ は 残存 せる も の が ある 。 局所 的 開 係 まり 見 る に この 腫瘍 は そ 
(LRP LU SZ 

TEORE PRO UT, 血行 性 或 は 
も 興味 わる は 死亡 前 14 日 の と レント ゲン 検査 に て 腫瘍 が 診断 で き な か つた こと ょ で あお る. 

第 7 例 . 46%, 1913 年 より Jachymov で 大 工 職 に 就 い た .。 以前 は 健康 で も つか た 
が , 胸部 の 刺 痛 た 訴 へ て 1929 年 1 月 2 日 に 診査 を 受け た た . 心臓 及び 肺 に 異常 な く , X 

1929 年 8 J] I HU), LO LIE DO 
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方 に 走り , 右側 横隔膜 は 不 性 で あつ 。 

1930 年 1 月 25 2 月 1 日 に 再び 病院 に 人 れ た , 
然し 診 の 結果 異常 な し ょ し て ERBEN EICHE 
DB LT. 2 月 の 初旬 に 間 代 性 起り それ は 右側 に て 着 し か つた Mi 
且つ 主 し て 右側 に 限 & EDS 72) 
1930 年 8 月 7 日 に 死亡 . 

ER HG 

FIED AD WME L, 下 葉 に 到 主 
PH SCE る.。 MFO KDA 
腫瘍 と し て 居る も , その た る こと ょ から 識別 で きる 其他 の 腺 に 

組織 的 所 見 . 

UCM K2. 間 質 は 一 般 に 非常 に 少な く , 腫 場 
間 を 形成 し て 居る 局所 解剖 上 ょ り の 作成 せ ざ ぐり 
MADE TF る は 困難 な れ ど , 恐らく 無 管 枝 性 の も の で あら う 5. 

線 括 . 

Am UL TEL し て 血行 性 全身 起 し , 

DAB AM CHL MKD SLM し か り し に 反 

第 8 例 . 52, 1907 Jachymov Pili CK 1932 
rn, 1929 年 5 月 30 日 に 診査 々 うけ た た 。. 

右 胸 接着 部 上 に 堂 大 の 著 明 な 無痛 性 
MED 心 び 肺 に 異常 は な か つた, LY CLERIC TE 

1929 年 の 夏 に 患者 は 胸部 に し き に 血液 た た 
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年 4 月 に 死亡 し た 2 

第 1 第 2 腰椎 ), IE. 10 I< 

TPR ERA 

Fe Py 此 に 大 の が 見 られ , 
OPA 肺 門 及 び 肺 に は が な い は 灰 色 の 強 
UY, 2cm の 層 た な し , 中 央 遠ざかる に つれ て と な 
3—4em OPM SSH し て 居る 。 一 般 に DY 
成 し て 居る 
組織 的 所 見 Cho. CLT OH RED 

見 出さ れ た こと ょ と で わる OM FE ROMA 
ん な を 想像 せ しむ , 然し その 管 謀 は 困難 で わる 。 且つ 本 例 の 轄 移 が 事 ら 血行 性 な り し こ 
と も 注目 に 慎 る . 

第 9 例 . 67 歳 . 1887 年 より Jachymov 鐘 山 で ポン アプ ア か な を 取り 扱 ひ その 後 大 工 に 携 つ 
た が , 1903 3:12 1929 年 5 月 29 日 
に 精細 な 診査 うけ た , CL, X 線 の 検査 に より 和 
門 部 の 影 が 濃く て 個 の 硬化 せる 小さ 病 され , 右 下 部 で 項 の 上 
方 に , A の ひ が 濃 厚 と な つ 
T:, 1930 年 5 DSS し. 1930 年 10 月 
21 日 に 死亡 . 

AT PROM 左 肺 項 
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ARIE, 

PR ERA 

Ai KONIG DY TC, 葉 の 中 心 部 占 居 CHEM 
膜 に 波及 し て ゐる る, BS cm 
巨 る 所 で この 腫瘍 中 に 入り , され 腔 が 狭 し 
色 で , BEA 左 肺 項 に も 同様 の 性 
ret F By STG D DS, その 他 の 部 分 は 肺炎 性 に し て 背部 に 浮腫 が あり , 

A 蜂 間 に は 僅か の 繊維 が 存 し , この 間 質 は 
一 部 肥 せる 肺 胞 の 繊維 た 保有 する も の か ら 成 り , 他 は 新生 され た 結 締 
CHA, 質 は 小さ な , 大 部 は 明 に を な せる 原形 質 に し き 細胞 か ら 成 
DANKL 小 無 管 枝 の 上 皮 
細胞 に 非常 に 似 て る. 腺 欄 構造 は 見 られ D し 
て その 中 心 部 に の み に 限 られ て , また 周 邊 部 に 所 及 べろ る も の も ある . 

左 肺 項 の 瘍 も 全く これ ょ 構造 を 同じ ビ く する 。 従 つ て これ を 二 次 的 原 瘍 と 看 
FILL 肝臓 に 於 ける 結 の 構造 は 肺 の それ ょ 凡そ 類似 し , 

線 括 . 

本 例 は 右 下 葉 に 於 ける 限局 性 小 細 胞 間 に し て , 軽度 の 洲 巴 性 輪 移 と , 敷 個 の 血行 性 
ょ 件 せ し も の で ある . 

本 例 の 総 過 期 間 は 決定 で きぐ ざる の みな ら ず , 凡そ の こと ょ も 推定 で き な い 。 X 線 に て 
DEW] D 17 ヶ月 で あり , その 時 の 用 の 陰影 は に 際 し て 確か め 
られ た 腫瘍 の 大 さと 一 致し て ゐる , s 
REN, 4 軽度 に し て 腫瘍 に よる 破 は 出血 等 は な か り し も , 
高度 で これ が 死 の 直接 原因 と な つた の で ある . 

本 例 で 最も 特異 と する は 患者 は 葛 戦 後 賀 に 27 年 も 総 過 せ し こ ょ で ある , ER A 
し 例 は 未だ に 報告 な く た と ょ アニリン 者 に て さ 
へ され な か つた も の で ある 。 HLA MD PM し て 観察 せら れ ざ り し 
TIL, 5 らく 職業 と と の 間 の 因果 性 は され た か も 知れ の . 
以上 8 例 は 多少 の 差 こ そ あ れ の 限局 性 原 で あめ, 僅か に 1 Hl 
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(第 3 Pl) BERD hits. 第 4 例 ほ 原 
CA BLOCH O, 従 つ て 此 虚 一 律 に 取り 扱 ふ 可 き 
CHAD ED ORNDAFA Ds し れ ぬ . 肪 膜 は 外 方 より 吸入 され た 異物 の 
運搬 は 沈 に 能動 的 役割 を 演 ぁ る し, 冶 誘 要因 が に 作用 し な い ミ 
云 ふ 理由 は な いか ら , 肪 膜 癌 も 此 慮 に 問題 さ な る 可 き で ある . ALM 
iO SERDAR TI, 左側 に 5 例 に し て 右側 に 3 例 で ある . TATEN 
肺 に 各々 1 THOR BRD 右 下 葉 に 例 , 左上 に 3 例 , 左下 葉 に 

1 例 で , 1 例 で は 左 肺 門 か ら 始 り て 雨 葉 に 均等 に 進展 し て 居る . 

HUGENIN の シェ マー を 基礎 に し て 肉眼 所 見 よめ 腫瘍 例 の 分 類 を 試み た , 
か くし て 第 1, 第 5, 第 6, BS, 第 9 例 群 の 大 菜 型 ミ 限 局 性 型 ミ し て の 第 
3 例 の 堪 肺 癌 , 小葉 型 ミ し て 代表 的 の 第 3 例 ( 右 肺 ) , 限局 型 ミ 小葉 型 の 中 間 
な る 第 7 例 , 終 隔 腔 肺 型 ミ し て の 巨大 睡 場 の 第 2 例 , ATR O FS 4 PSEC 
分 類 で きた . 

3 Gills ERE CHA. 後者 は 上 皮 の 化 生 を 意味 する 異 組織 形成 性 (hete- 

せる も の > 如く , 
化 せ る 硝子 性 織 が あぁ , TH 5 ぅ ミ は れる か 
せ る は 疑 ひ を 容れ な い こ の も の は 軽度 の 沈 著 以外 に は 正常 ミ 
EAL, この 腫瘍 の 直下 に ある 腺 に 全然 性 な く , 且つ 

小 細 胞 に 於 て その 原 部 位 は を 以 て 決定 で きぬ , 第 5, 第 6, 
第 7 、 第 9 例 等 で は 気管 枝 に 由来 する も の ミ 思 は れる . 

型 な り し は 最も 意義 深き こ ミ に し て , 終 験 例 の 僅 敷 な り し ょ りす れ ば 他 の 型 
OF, 腺 細 胞 の 如き も の > せ る は 勿論 無理 も な い 
ここ で ある が , T Schmoxl が Schneeberg TMD IK SROMi 
例 よ 得 た る 成績 も そう で あつ た . THAAD FORTS 
夫 の 肺癌 に 如何 な ぁ る 程度 迄 に 特有 で ゎ あぁ か を 断言 する を 慮 り た い . 
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じ 路 ミ る , EDD 
REL BRIS TED TREE 2. 第 1 例 
LOMHA. 第 2, 第 3, Hs, 
第 5。 POM MF HOT, 然 第 7. HS 
で は 専ら 血行 性 輔 移 の み に し て , 第 2, 第 5, 第 6, 第 3 例 で は 骨 に 多 敷 の 
A 0, TOMI OAT, 第 2, 第 5, BS 
CHA. 

KOTH S OWE 1030 6 4S UT, 9 
過 は 例外 ミ 云 ふ べ く , LOMO MG BA O— MAEM EDCHA. 
Baws BRN BRANT, 疾患 の 始ま り ミ する は 得 た ぁ も の ミ 
云 へ な い . O 6 例 で 臨 和 の 徴候 は 僅か に 前 8 週 
間 に 著 明 ミ な つた . で は 肺癌 の MBO PG, 呼吸 
YE, RK, E CHAD, これ 等 が 果して の 初期 ミ 致す ぁ か 
BOUSEE LUO. 例 へ ば 第 2 例 で 疾患 の 際 だ ち た る 期間 は 僅か に ォ 4 ヶ月 で あつ 
た , AUR AS ILS 7 DA TH 
By DW CS LPOKEMD ED. 更に 肺癌 に て 死亡 せ 
L&D)» 6 例 は 種々 の 多く は 不定 の FEAR KOC MAT (6 一 27 年 前 
に ) SAUTE MTS. 第 1, 第 3, 第 4 例 で 
(SEEM これ 等 に 起 つ た 症 が か が , O 
igus. Schneeberg 及び Jachymov の 何れ に 於 て も 自 
始 り ミ 腫 場 出現 ミ の 間 の 期間 を 決定 す ぁ ゃ こ ミ は 筑 に 困難 で あり , TAULMD 
た る は 第 9 例 に し て , これ は 解 礎 せら れ て より 27 年 後に 死亡 し た , 印 ち 腫 
は X 線 で 17 KIS — 
つ ミ し て 現れ な か つた . 

第 8 例 は 死亡 前 約 10 ヶ月 に 診査 せら 5 れ た , MAIS に 性 
を 病 ん だ の で ある, IK LI 
検 後に 明か に され た . WEARS RNA LD, X 線 検査 で 左 肺 上 方 に 大 動脈 に 
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WO CHRD MOBIC HA 11 ヶ月 , 13 
er 8 ヶ月 前 に X 線 で 診査 を 受け た の で ある ぁゃ が, EDEN され な か 

・ 第 5, 第 7 例 で 胸部 に 疲 痛 が あり , 第 6 例 に 呼吸 切れ ミ 鞍 電 こ が 起 つ 
明か で ある . 

々 は 上 例 の 何れ に 於 て も 肺癌 は 外部 に 症 出現 せ し 以 前 に , BEL 
Jachymov で の 肺 例 Rostoski, Saupe, 
Schmorl な ざさ の 記載 ミ 比 較 し て みる に Schneeberg に 於 けち も の より も 可 
BO ERE SO, それ 以上 に 悪性 の 様 で ある. これ 等 の 報告 に よる ミ 
Schneeberg に て は 著 明 な 徴候 の 現れ る 時 期 は 敷 ヶ 月 より 3 ユー ォ 4 年 で あ 
OT 軽度 若く は 中 等 度 の 呼吸 困難 を 伴 ふ 第 一 期 は 敷 年 より 7. 12, 20 年 ミ 
遡る こ ミ が 出来 た ミ の こ ミ で ある 吾 々 の 例 で は 第 1, HSI, 第 4 例 に 於 て 
DAMTREKER ( 例 へ ば 夫々 6. 6, 9 年 ) を ミ り , 第 9 例 で は 非常 に 長き 
提 性 の 終 過 を ミ つ た . 他 の 5 例 で は 最も 長く て 1 年 足ら まず で, その ある 例 ( 第 
2, 第 6 例 ) で は 特に な 腫 場 増 あり, 且つ 第 2, HSI, Bs 
Cd Ot. 

能 な ぁ こ ミ だ け を べ て お きた い . 40 RE 
KY 60 歳 迄 に し て その 下 均 は 約 50 ECA SD. 2 例 だ け は 就業 員 で 他 の 7 Bl 
& 1-27 年 間 に わ た つて 解 され て 居 た も の で ある . F FO 2 
WEI 13 年 よめ 23 SET, 下 が 約 17 年 で も り , 就職 し 
THORNE EK SHCISO 期間 は 15 一 43 年 の 間 に し て その FI2 BETH 

FY — CATE Schneeberg に て も Jachymov 
で も それ を 充分 に 鮮明 する に 到 つ て 居 な い . Rostosky, Saupe, Schmorl 
等 は Schneeber に 高度 の 肺 粉 沈 著 症 あ を 見 出し , これ に の 原因 
を 求め ん ミ し て 居 UR 
勿論 少 例 に は の 小さ な 硬化 性 斑 見 出さ れ た そ れ に 

SALAM FEB VSD BOL SOT か る ぁ こ ミ は に 見 える か も 知 
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Arte LIME DID CHD 2 例 の み が 探 夫 で あつ て , OD DHE BE 
BD O, S UTATChHOt. 然し 困難 な ぁ は 
BUT CHD, 例 へ ば 探 適し な く な る や 大 工 に 或 は ラ デ ウム 工 場 
(BOTS, 従 つて 主要 職 だ け の 指摘 は で きる ぁ . 

OBA S UC の 程度 が 特に 重大 な り ミ は 
参 へ られ ぬ . 六 に 於 て 肺 に 沈着 する 異物 の 性 質 ミ 云 ふ も の が 多少 な り ミ も 問 
BASED. これ を 解明 せん ミ し て 第 7 例 に 於 て 問 を 見 ざる 左 肺 の 廣 範 園 に わ 
た り て 化 旭 的 検査 を 行 ひ , その 結果 炊 の 成績 を 得 た . 

140gm の 肺 組織 過 マ シン ガン 酸 加 ミ ミ を 以 て し , それ を 過 し 
て その 潮 液 ミ 残 次 ミ に 放射 能 の 試験 を 行 ひ し が 全く 陰性 で あつ た . 通常 法 の 
化 析 に より カル シ ウ Lh, マグ シ ウム アル ミニ ニウム, EB, (Ln, 
EN TE Dr. 

ALS (Virch. Arch. 250, 230 BEURENTER). BAS 
PE E TEL DER 

生 に ラ ヂ ウ ム エ マ ナチ オン が MRE S OPO Brid, Jachymov に も 同じ 
FA LC, Jachymov も Schnee- 
berg THA. Schneeberg Zılı OBA 50Mache 
CH 4. Jachymov OOH CHIE. “ Harmony ” DYES 
(4. 500M, ‘‘ Werner” で 476 M, ‘Saxon Nobility’ 7120 M に し て , 
大 々 の 中 の ラ ウ ム エ マ ナチ オン は 4, 15, 10 Mache 
CHA. 然し その 放射 能 は 同じ で も 場所 に より て 
で , 丈 に 放射 詞 源 の 近く で は その 含有 量 が 上 昇 し Harmony で 52 Mache 
度 は 活性 ウラ ニウム の 存在 高 ミ 密接 な 開 係 有 する の で ある . PAGE 
= 9 L 常に 後 年 に な り て の 彼 等 の 死亡 が 著しく 
上 昇 す る を 知 つ て . 

この 含有 が 特に 高度 で な けれ ば は 被害 を ず に む 。 UBD 


d 


283 


日 々 約 7 RSA 吸入 され 
その 作用 に より て 身 を 害する に 至る は 
怪し む に 足 ら な い . 勿論 現 信 で は これ は HD 憶測 か も 知れ ぬ . HORA 
TUTHG FF CHE RIK RAT ARSE MMH pki, 
Schneeberg 及び Jachymov & HD 
内 せら れ に は 排 江 せら れる を 以 て , DHT ORB 
MED UR CHA. - 

動物 管 験 に より 果して 問題 さ な れ る 原因 的 方 面 を 鮮明 L RS DBD UKE 
し い . Z SH CRIA 
す ぁ は 難 事 で あり , ALAC S HIER 
SEM EAT CHA. 後者 を 解決 せん 
ミ UTC 20 FBR 4 THEM HH 探 場所 の 近く に 置い た 
勿 議 この 党 験 か ら 間 に 合せ の 何等 か の 陽性 成績 を 獲得 で き ぁ ミ は 期待 し て 
居 ら ぬ . 
TFA EOS TUL. 
中 の 有毒 物質 を 出来 る 限り 人 工 的 換気 法 に より て 稀 蘭 せしめ ね ば な ら ぬ . そ 
ROA GF RRL FF BBA S HERI MKT ARE 
傘 れ る 呼吸 保護 器 を 使用 せしめ る を 提言 する . MEL REEMA ARISES 
ANZ CHADS, WMD BR 
(AR) 


ター 


M. OPPENHEIM 


に ょ り に 抄 掲載 する 機 を へ られ た も の で ある 

見 られ た も の で 20 年 以上 に わた つて そ 
の 仕事 に 携 つ た . 2 人 ミ も 手 背 , MR, 顔面 及び 頭 に ター ル 紛 働 者 に 見 られ 
7S DHS 顔面 で は 手 に SO) BLD 
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まち の きる で , RK LE ROR RIE 
せら れ て ゐ た も の で あり , RIMS I 

し て ター ル 桶 の 修繕 を し て 居 た , ORI KO 
硬い が 生 魚 紅色 か し 且つ 隆起 し て ゐ た 。 また 右前 も 硬い に 隆起 さる ろ 
WU VME CT. 

第 二 例 は 61 歳 に 44 FA OT O TA EN UT LOT, こ 
LU AS OM MDE C, その 中 央 部 に は が 起り 噴火 

種 の 工場 に 働い て ゐ た 第 3, 2 — 
の 上 に 上 皮 腫 が し た 。 

この 4 例 は ター ルル 工業 に 従事 せる 24 人 中 に 見 出さ れ た も の で あぁ ゃ る から 16 
達する こ ミ に な る . 著者 は る LBROKO 10 TEE 
に 従事 せる も の に 就 て 検索 し た 上皮 腫 ミ 云 ふ も の は ター ル 工 業 に 多年 従事 
UD CHAT ALOUD CHA. RIE LTH 

これ 等 の MSH 250 ALY LDS THC 
LIK AMACH AS. Fleischmann Fr SHI 
ば , Alan TECHTEREDE SOILSTHA, 
に 於 て も 一 般 に 想像 され て 居る より も つ ミ HERD AÄTHG 5 ミ 思 は れる . 
Bresina は デ ウ チ 人 プロ グラム に 基 い て 國 者 に 統計 的 
調査 を 行 つ た . それ に は Schönbauer が 外科 的 立場 か ら , 著者 は 皮膚 科 立 
場 か ら 計 書 進め た 。 79 =o 7 OMAT 
な る ぁ る 和 制 断 は 得 ら れる ぁゃ も の で は な い . 

討論 M. E. URBACH : 2— WS ROBE A 
に る OPPENHEIM 氏 の 示 は, OF RDS 
不備 な る ぁ を 裏書 する も の で ある . これ に 土 し て 唯一 の 良 策 は 工業 衛生 の 訓練 
を 受け た る 工場 ゃ し て , 規則 的 に る 疾病 及び 病 的 徴候 に て 
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調査 せ しめ,  — ド に 記載 させ る . この 種 の 健康 
ー ド は 徒弟 期 に 始め , 上 つ 他 の 工場 に 移り の く 場 合 で も その ま > MU TOS 
た いも の で あぁ. 

M. M. OPPENHEIM: 大 切な こ ミ は 給 働 者 の 健康 カー ド の 作成 で は な さく 
て , 一 定期 間 内 に 於 て 職業 疾患 に 病める 券 働 者 の 芝 の 報告 で あり , 且つ それ 
OMS HEAD MS &O 特に 職業 し 
て は , TOM OO MHD TB 
述 せ る が 如く に ター ル 工 場 に GS TED 250 ROBHRO 5 ちから 24 人 だ け 
ゃ 調査 し て 4 例 の 堪 患者 か 見 出し た , その 24 人 は 工場 で 10 年 以上 も 労働 を 
績 けた も の で ある , ター ル 敵 は 多年 の 時 日 の 後に 雨 め て 閥 生 す る も の で ある 
か ら こ れ だ け の 人 敷 を 選 り わ け て 後 調査 を 行 つ た の で ある ぁ る , Anl: Kren $ 
は 以上 の 多 敷 250 例 を 検査 し て 辛 じ て 職業 に 因 す る 癌 の 1 例 を 見 出し た . 3% 
に は 患者 の 既往 歴 が 参 慮 され て 居 な い . Hofrat-Rusch は 彼 の 材料 か ら た ゞ 
1 AURIS 余 は 同一 材料 か ら 2 その 一 つ は 
BE EAE TH a. 従 つ て 職業 を 論 る た め の 確 
た る 資料 を 得 ん に は , 際 に 工場 に て 者 の 皮膚 を 専門 的 に 検査 せな 
けれ ば な ら ぬ , 典型 的 ター 働 者 の に を 検出 する は そう ABIES 
ミ こ で は な いか ら で あ . 比較 的 良性 ミ 云 へ ター AR 
を いた さ ね ば な ら ぬ . (AAR) 
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端 の 統計 的 研究 に 就 て 


EM 


互 つ て 掲載 し て AT MEEBO 


報告 を 以 て 一 段落 を 告 け た MRI LED 
CRI 御 面 倒 な ひ を 快 さ れ て な 統計 資料 を 御 
SOL られ た 同僚 諸君 に 深く 謝意 表す る 
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入院 患者 
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腔 35 28 | 7 
食 道 21 | 18 3 ee 
366 | | 95 
直 | 73 | 33 
3 3 0 
a 12 12 0 
¢ 8» 930 558 372 


4.230 3 2.404 


入院 患者 


te 1.826 
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瀬尾 外科 


(Oct. 1926—Juli. 1930) 


5.148 
例 


.808 


原 


14 2 2 
— 108 | 73 35 
8 24 9 

1 

| 2 | 0 

H 下 腺 2 1 1 

道 7 = 1 0 

F 5 a 1 0 

Mi 0 1 

7 it 264 163 101 


j 
| 
= 
az { | 
8 | 7 1 
q 1 | 0 1 
5 
er A 腔 5 4 | 1 
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岩永 外科 


今西 三郎 君 調査 
April. 1924—Decemb. 1929) 
入院 患者 
5.690 3.734 te 1.956 


| 
Br 
例 
9 | 7 2 
| | 9 4 
| a9 | | a 
i 


(1908-1927) 
BEA 
167.222 117.364 % 50.258 
= 例 
部 | | | kk 
皮 ag 51 | 23 
上 sf 6 3 3 
6 5 1 
Ey ıı 0 
3 s | 0 
—_ nt. * 
11 9 | 
3 3 | 0. 
AL 腺 12 0 | 12 


する 数 果 の 研究 に 著 手 せら れ た る に ょ よる, ) 
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(1924—1929) 
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. 
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部 位 | „ 女 
A 
4 
6 6 0 
1 1 0 ea. 
19 15 4 ee 
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aa 
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BEASR 
(1920—1930) 


4 
A 
3.293 2.107 女 1.186 
5 例 
| | 
ay? | 7 
Ar 線 | | 女 
| 
皮 Wi 5 3 | 2 
| 
& 1 1 | 0 
| 
| | 
1 0 1 
% 
Bt 17 12 5 
2 2 
| 
| 
it 33 25 8 
| 
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BARRE 
(19241929) 


(He ECT.) 


| 295 N 
原 部 | 数 a 
er 
1 
道 11 10 
| 7 
Fy 213 | 166 | 4 i 
4 2 
8 
21 13 
| 1 
BR 1 | 
15 | 60 
合 計 255 | ie 
> 
| 
> 


BREMEN 
(Oct. 1920—Dec. 1929) 
ae A Br 
a & kk Ei 女 
腔 11 6 5 3 3 0 
a 27 20 7 3 0 3 
咽 頭 22 15 7 5 5 0 
&. 5 4 1 0 0 0 
kL q 37 20 17 13 11 2 
mE 頭 111 84 27 25 20 5 
食 道 54 47 7 0 0 0 
前 i BZ 0 0 0 1 1 0 
= - 
if 2 2 0 0 | 0 0 
5 部 3 2 1 1 | 1 0 
i 部 0 2 0 1 | 0 1 
| 
合 計 272 200 72 52 | 41 11 
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分 類 に る ( 長 奥 ) 
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(Jan. 1925—Apr. 1929) 
PAC RA 
8.915 5.255 な 3.660 
= 例 
部 位 線 | 女 
2 | 
+ 23 | 19 4 
直 I 2 | 0 3 
it 5 | 2 | 3 
1 | 1 
it 33 23 | 10 


a 
27 
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BAA Ria 


RE 


(Jan. 1923—Juni. 1930) 
RA BE (AD) 
1.634 
冶 ( 基 他 の 悪性 腫瘍 を 含む ) 
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13 | 12 1 
3 2 1 
3 
#4 2 0 
AT 6 0 
A 59 | 46 12 
下 2 1 
F 21 15 6 
食 道 56 | ee 47 9 
12} 164 126 38 
Bs 2 2 0 
直 Ws 60 | 46 14 
Me 1 1 
OR 頭 4 4 0 
肺 54 42 12 
25 19 6 
腹 AR 2 2 0 
A 2 2 
FL AR 90 1 89 
+ 宮 492 — 492 
= 1 
甲 KOR 18 3 10 
oF 7 4 3 
合 計 1.158 444 714 


備考 下 腺腫 瘍 は 全部 せ り , 492 の 外 に 138 例 の わ 
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石原 教授 調査 
(1928—1929) 
外 卒 患者 
15.108 
& 例 


| | 
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雑 報 


O#RERT OZ MARE 

線 裁 宮 雄 下 に 於 か せら れ て は 國家 多 事 の 秋 に 常 り , 去る 二 月 二 日 を 以 て 海 
軍 軍 令 部 長 の 重 職 に 御 就 任 あ ら せ ら る 。 

ECHT. HT, 


集 

ERAT, 佐々 木 , 宮川 , 
事 . 市 川 書 記 等 出席 す 

NS 2 > 研究 所 及び 病院 の 設計 に 今日 迄 に 
VARRDEBZRNL., 先般 各 理 事 者 に 配布 せる 優 設計 書 は 去る 五 月 二 十 
日 の 理事 人 の 決議 に 依り 内 田 博 士 を 中 心 に 自分 妊 に 宮川 , GEE, 南 の 各 理 事 等 
慣 重 研究 し て 作成 せる も の で あぁ る が, 本 日 御 出席 の 各位 か ら も 十分 な 御 意見 
WHEY, それ に 依 て 建築 に 開 す る 小 委 員 人 を 組織 し 今後 の 設計 方 針 を 具 艇 
的 に 研究 し て 行き 度 い 導 で あぁ る, 何 そ の 前 に 本 日 特に 御 臨 席 を 願 つ た 内 田 教 

内 田 教 授 は 自分 が 今回 の 建築 設計 を 引受 けた 動機 か ら , 工事 設計 に 閣 す る 
専門 的 の 廃 明 を な し 最後 に 工事 経費 議 に 入札 等 に 付き て 意見 を 逃 べ られ 、 次 
で 設計 の 各部 に 就 て 各自 より の 意見 を し その 結果 の 方 針 決 定 せ る 
を 以 て より 本 設計 に 手 する こ ミ なれ のり 。 


ーー. 癌 研究 所 及び 病院 新築 本 設計 完成 期日 に 開 す る 件. 

=. 研究 所 及び 病院 新築 設計 に す る 小 委 員 嘱託 に 開 す る . 
. 新築 工事 現場 監督 者 依 嘱 に 開 す る 件 . 

四 . ibe 
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・ 中 元 手 党 支 給 に 開 す る 件 
Ne 深部 治療 従業 員 の 生命 保険 加入 に す る 
七 . 中 後任 に す る 件 . 
八 評議 員 推 に る 件 . 
九 . 新築 工事 指定 入札 者 決定 に 開 す る 件 . 


報告 事項 
ー 敵 研 究 所 及び 病院 建設 敷地 購入 に 開 す る 件 . 
二 金 に す る 件 . 


OBS@ 昭和 七 年 月 十 
開催 す . ATA, 森村 監事 佐々 木 , 磯村 
Te, 南 , 官 川 各 理 事 。 山川 博士 , 市 川 書 記 等 出席 す 。 


報告 事項 

ーー 敵 研 究 記 及び 病院 新設 に 開 す る 件 . 
BAS 

・ 新規 寄附 金 に 開 す る 件 . 


協議 事項 

科目 決定 に る 件 . 

五 評議 員 嘱 に す る 件 


TON END の 昭和 七 年 六 月 上 


301 
We 


が 提出 せら れ た り . 


建議 案 

7 士 ニ シテ = 診断 セラ レン ヵ , 
% シテ 國民 ノ 保 健 上 名 諸 附 > ヵ ラ ザ 疾患 ナ 

FERS, FRY, 或 ハ 民間 研究 所 チ 補 助 
最新 7 研究 知見 FRE ab Tr ER シテ 

療 方 法 完成 チ 期 國民 =< 


an... リマ シテ , KAM = fh + 

ハ FAR 其他 役員 = ハ 界 
JHE, 名 流 集 テ 組 織 シ テ 居 リャ スガ 寄附 が ト 三 園 
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バカ リ 集 ツウ テ 居 リマ マス, ZIUFF 
= 於 キャ シテ ハ へ 到 民 間 寄附 ノミ 致 シ ャ シテ 完全 アリ マセ ン , 政府 
ARF IFT A, SMF NT 
デア リマ シテ 少 ク モ ノ 研 究 = シテ 治 療 = シテ ハ 政 府 國 チ 以 
チマ シテ 相 ノ 施 設 チ サレ ルコ ト が 適 デア ラウ ト 存 ジャス. 
究 所 ノ 邊 相 國 費 チ 補 給 セ ラ レ テ 事 業 達成 = > 
FTV BS BE Fa tr 7, 
込 デ アリ マシ テ 其 入 ト 致 シャ シ ヶ 先 ゾ 以 政 府 
チ 院 其 他 収入 デア リマ スル ガメ レラ 十 四 五 園 ト 積 テ 居 リマ ス 


通り = ハ 分 シイ 病 リマ シテ 其 病 原因 


云 フ 方 針 テ アァ リマ ス = 


O 本 助 金 内 省 明 年 度 算 に 計上 せ 5 る 

内 省 は 年 度 衛生 開 係 事項 新規 中 に の 全 を 
BARON IMM RBA CLE SBR 
W し 
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に 不 な る は 最も する 所 に UCM 


最近 5 + MAO し LT BOK 
| 各 彫 は 競 ふ て 巨 資 を 投じ 多 敷 の 研 
昭和 | 43.533 37.2 所 は 治療 所 を 設置 し 或 は 民間 園 
fe | 41.642 34.2 bY, 


生 事 業 に 営 る の み . 

該 法人 は 明治 四 十 一 年 の 創立 に 掛り 民間 有志 の 寄 府 金 に より 辛 ふ む て 之 が 事業 幸 
行 し る も 其 不足 に し て 研究 診 備 く 未 以 て 保健 に 資す る に 
wot. 

昭和 四 年 十 一 月 事 DY, Seth 
FIED A Ae し て が 完成 の 上 は 早期 診 
断 及 び 療 の 進歩 促 BAT 2 M Rte it 
と 期し つつ ちる も 之 が た め に は 資金 不足 に し て 目的 の 達成 に は EPA ORER Y. 

抑 も 災害 ん が は 先 づ 早期 診断 法 確立 し 其 の 方 法 を 民間 に 
に ょ つて 早期 の 治療 た 行 ひ 外科 的 手術 若く は 「 ラ ヂ ガッ ウム 」 或 ひ は X 光 線 等 の 應 用 に ょ り 
HE Bre RH CMO LPB T SL LATS RIM CHE 
生活 せ させ し むる こと ょ な 肝要 と す 病原 の 研究 は 書 ざる 所 わる 
ED 防 と 治療 と に む る は 公衆 衛生 上 の 要 務 な 
ET, 

早期 診断 及び 方 法 の 進歩 計ら Lo HE CIRO 5 
し めん ょ 


法人 研 究 和 年 度 算 明細 書 
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韻 研 究 所 及 病 院 建設 工程 記事 ( 其 一 ) 


研究 所 及 病 建築 敷地 購入 及 抵 の 設定 . 


72 KURO. 
L M 理 事 南 


工事 請負 規則 
年 八 新築 工事 入札 に 付 内 田 工 士 よ め 工 事 請 負 規 
WDA 工 理 事 に し 原 通り 決定 す . 


工事 入札 手 績 
年 七 月 四 理事 の 決議 に 依り 工事 入札 者 ミ し て 清水 組 , AR 
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Kit, 奥田 , 佐々 木 各 技師 , 
の 上 設計 書 仕様 等 に より 各 入 札 に し 詳細 な ぁ る を な し 引 工 事 


O 入 札 契 約 成立 

事 入 札 を 執行 す , AG LORRAE, 官 川 理 事 立 合 の 上 設計 者 内 田 博 士 司 倫 
し , A FLA DKA LARK FL TRA 


O 建築 申請 書 提出 

ー. 建築 物 の 概要 

鐵 筋 「 コ ンク リート 」 造 五 階 建 , 各階 面積 の 合計 8085, 04 ER. 

工事 及び 各階 の 面積. 

地階 241, 31 二階 1051, 05 BER; 1019, 39 2 hk 
532, 1222 POE 120, 120, 60 OK. 
出 部 13, 2428 WOK, 

建築 物 最 高 部 の 高地 盤面 上 上 18, 95K. 屋上 突出 部 の Eh 21 6 70, 
=. ete 

(A), 内 外 構 造 の 内 容 

hed, AGE FE, SR, 版 , 階 て 鐵 筋 「 コ ンタ リー ト 」 ミ し て 外壁 
15 fi = >. 

Mey シュ まき し て 

内 部 , 天井 主 ミ し て 「 ペ パル ボイド 」 座 一 部 格 様 天井 「 モ ル タ ル 」 塗 , REPRO 
板 張 等 , 床 フ ロー リン シン ロッ ク 」 人 石碑 出し 「 リ フリ 


3 
4 


a), 尾根 材料 

中 式 は 防水 層 の 上 , y— by 
リン カタ イル 」 叉 は 「 シ ンダ ー コ ンク リー ト 」 導 に 「 モ そ モルタル 」。 


(>), 基 礎 
(=), fh 部 


鐵 筋 コン クリ ー ト 」 造 . 
Ke, 小屋 構造 共に 同上 . 


(へ ), a, WEG, 避雷 針 , 排水 等 附属 設備 概要 . 

eR, 給水 設備 追 て 申請 する こ ミ に せり , 避雷 設備 , 煙突 の 最上 部 に 一 
設け 地 線 に て に ひ け て 接地 す , 地 線 の 太 さ , 地板 の 面 
積 其他 施工 法 は 昭和 7 年 6 月 30 206 ) に 依る . 

Ph ak 


O 癌 研究 所 及び 康 業 病院 建築 工事 概要 

所 AE 地 東京 市 西 町 二 丁 日 二 百 十 五 番 地 
敷地 面積 1.900.103 PR 

建 280,042 

#a zE 834.939 


151.196 
pups 32,800 
32.800 

al 同 21,70%: 


2 
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ty 
Wie 62.573 
- 階 280,042 
“PR 275.526 
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構造 概要 軸 部 鐵 筋 ! コ ンク リー ト 」 造 
各 室 配置 概要 , LANDE 
VBS LCR, 本 館 は 三 階 建 , 中 央 一 部 は 五 階 建 に し て 病室 及 
び 治 療 の 諸 室 姓 に 研究 室 を 含み , 別館 は 二階 建 に し て 本 館 後 方 に 連絡 し , 
vr RR, BE 食堂 等 に つ , 各階 の 主要 の 名 の 如 し . 

一 階 事務 宝 , 診察 宝 , 治療 宝 , RE Tem. 
二階 病室 , 看護 等 . 
FRE, 院長 , 研究 宝 等 . 
四 階 Biers, 食堂 , 談話 宝 等 . 
AM 「 ェ レベ ー タ ー」 機 械 宝 , WES. 
別 fi, 一 階 「 レ ント ゲン 」 診 断 治療 宝 ,「 ラ ヂ ウ ム 」 治 療 宝 等 . 
二階 , 食堂 , 炊事 宝 , 
病室 の 過 御 は 一 人 一 宝 に し て 其 の 多く は 控室 を 附 し 特別 病 宝 に は 外 に 専 
用 の 及 便 有 す , 
一 階 は 主 ミ し て 治療 宝 , 二階 は 病室 及び 共 の 附属 諸 宝 に 充て 三 階 は 研究 
FIT. 

腰部 は 「 ペ ン キ 」 塗 , RECHMRS し 控室 の 床 は 「 コ ルク 」 敷 の 上 に 上 敷 
WMS, 出入口 に は 「 ド アァ アー チク 」 を 附 す . 

外科 治療 宝 は 床 , 5 

TESS, 婦人 科 治 療 宝 一 部 は 腰 , 床 共 タ イル 」 

し , RROD 天井 は 面 こす . 

WR, GHEE は 床 は 「 フ ロー リン シング, Vu,» BS, 
天井 は ホー ド 」 張 0 の 格天井 ミ す . 

設 備 , 照明 
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電話 電 鈴 , OS 
het. 

給水 KO DER KO, BCH KT. 

RA ORR RM 
2. 

防火 各階 に 注 火 栓 を 設 く . 

・ 雨水 ミ 共 に 自然 流下 式 ミ こす. 


昭和 七 年 九 月 十 日 附 を 以 て 内 田 博 士 の 推薦 に よめ 下記 雨 名 に TS i Er 
を 嘱託 す . 此 日 を 以 て 工事 を 開始 せら 2. 
THA: FF 


ANT DUS MEE RK し が 理 
決定 せめ . 
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ORG, 森村 , 南 , 今村 , 
宮川 各 理 事 監 事 及 び 市 川 書記 及 び 内 田 博士 , 土岐 技師 , 山野 , 三浦 雨 刻 託 外 
BY, OBI, 松田 , RE, 田 各 重役 佐野 参事 , 山 
中 , 梶谷 現場 監督 外 十 名 列席 の 上 官 大 宗 氏 の 下 に 和 な 地 

を 執行 し , MAR EM REED. 


昭和 7 年 9 月 28 2 
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aM & 
ー. 癌 研究 所 及び 病院 建 役 費 指定 寄附 金 申込 (昭和 七 年 度 第 二 回 報告 ) 
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五 月 三 十 日 附 
金井 百 園 (一 時 ) 
7 ALS 3 5% 
八 月 八 
九 月 十 八 日 附 


(一 時 納 ) 上 HR 吉 氏 
HSSF 


—. 
(昭和 七 年 第 三 同 報告 ) EL 
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=. 癌 研究 費 指 定 寄附 金 領 政 報 告 (昭和 七 年 度 第 二 回 報告) 
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—K TILL HS TREO LASIK 
紀 を 申込 まれ た り 。 本 會 理事 一 同 深 く 同 氏 の 好意 を 感謝 し 居れ 60。 
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